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１　はじめに

契約社会、マニュアル社会である米国では、郵

便サービスの取扱いに関しても、詳細なマニュア

ル（Domestic Mail Manual, 以下「DMM」）が

USPS（米国郵便庁）によって作成され、定期的

に改定・出版され国内郵便サービスの利用条件を

示している。

本稿は２００１年１月にリリースされたDMM56に

基づいてUSPSのサービスを概観する。DMMは

大変分厚く詳細なものであるが、本文の他にThe

Decision TreeやThe Quick Service Guides等も

用意されていて、利用しやすいように工夫されて

いる。本文は１２項目（図表１参照）と８カテゴ

リー（図表２参照）に分かれている（例えば、

「スタンダードメール」の「レートと手数料」を

見たい場合は、R６００番台を参照する。）。ここで

は米国内郵便料金体系をおおまかに説明し、特に

通数の上でも９割以上を占めるファーストクラス

メールとスタンダードメールについて細かく解説

していこうと思う。また、米国の料金割引制度も

参考になると思われるので、見ていくことにする。
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スタンダードメール ６００

パッケージサービス ７００

自動処理適合の郵便物 ８００

特別な取扱業務 ９００
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２　種別について

USPSの内国郵便の種別は、おおまかに分けて、

ファーストクラスメール、プライオリティメール

（広義のファーストクラスメールに含まれる。）、

エクスプレスメール、スタンダードメール、パッ

ケージサービス、ピアリオディカルに分けられる。

このうち、DMM55（２０００年１月リリース）まで

はスタンダードメールはスタンダードメール（A）、

パッケージサービスはスタンダードメール（B）

と呼ばれていた。

これらの種別は、「送達速度」「重量」「送付通

数」等の組合せによって決まる。日本の郵便は形

状、重量、内容物を基に種別が決まる（例えば、

はがきは第二種）が、USPSでは例えばファース

トクラスメールの中にも封書、はがき、小包と

いった形状の物が含まれる。なお、広義のファー

ストクラスメール（プライオリティメールを含

む。）とエクスプレスメールは、郵送可能なもの

全てを送ることができる。

その他、郵便料金の他に手数料を払う「特殊取

扱」があり、紛失等の場合に補償する「保険付き

郵便」や、「差出証明」「代金引換」「私書箱」等

がある。

図表３　種別の特徴

－注：１オンス＝２８．３５ｇで１３オンス＝３６８．６ｇ、１ポンド＝１６オンス＝４５３．６ｇで７０ポンド＝３１．７５㎏

ファーストクラ
スメール

プライオリテ
ィメール

エクスプレス
メール

スタンダード
メール

パッケージ
サービス

ピアリオディ
カル

１通当たり
重量

１３オンス以
下
（１３オンス超
はプライオリ
ティメール）

７０ポンド以
下

７０ポンド以
下

１６オンス未
満

７０ポンド以
下

送達速度
遅延補償

標準 優先 最優先
補償あり

計画配送の
可能性あり

計画配送の
可能性あり

標準

その他条件 割引適用は
５００通以上

２００通以上
又は５０ポン
ド以上

５００通以上
（メディアメー
ル）等

定期刊行物
の要件あり
認可が必要

地帯別料金 なし あり なし なし 一部あり あり

主な送付物 手紙、はが
き、請求書

DM カタログ、本、
レコード、テ
ープ、商品

新聞、雑誌
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３　料金制度の概要について

郵便サービスは大きく分けて、１通から利用で

きる一般用のものと企業利用を想定した大口用の

ものに二分される（図表３参照）。一般用は主に

送達速度と重量により分かれており、ファースト

クラスメールに大口のための割引制度があるもの

の、比較的判りやすい料金制度となっている。大

口用はサービスの細区分ごと、引受条件ごとにき

め細やかな料金設定がされており、複雑である。

また、スタンダードメール等は計画配送がありう

るとされていることから、「ピークロード１）」料

金の考え方も採用されていると考えられる。

さらに両者共通であるが、重量物を取り扱う区

分には、料金水準が高いエクスプレスメールを除

き、地帯別料金が設定されており、これは輸送コ

ストを反映しているものと考えられる。

なお、割引制度利用と各種特殊取扱には、登録

料や手数料がかかる場合がある。

また、料金割引の基本的事項の一つとして最低

通数条件があるが、日本のように差出通数によっ

て、割引率が段階的に上昇するといった仕組みは

ない。

４　料金割引の差出条件等について

料金割引については、「事前区分」「あて地の郵

便局等への差出し」「機械処理適合性」等の様々

な条件の組合せで料金が決まる、「ワークシェア

リング２）」の考え方により設定されている。

まず割引を受けるための区分差出条件としては、

正確なZipコード又はZip＋４コードの記載が必

要である。その他、差出条件の組合せによって区

分方法や１通当たりの重量制限が違う。

� 事前区分（Presort）

同一５桁、同一３桁、同一地域配送センター

（ADC３））（書状、はがきは自動化配送センター

（AADC４）））ごとに区分する。それぞれの通

数がどれだけあるか等によって詳細に区分方法

が決められている。

� オートメーション（Automation）

自動処理適合郵便物。Zip＋４のバーコード又

はデリバリーポイントバーコードを表示するこ

とは必須である。バーコード区分機のような郵

便物自動処理装置によりスキャンし処理するこ

とができるようにする。

� アップグレイダブル（Upgradable）

OCR読取り可能郵便物。USPSが複数行光学式

文字読取装置（MLOCR）で処理して、バーコー

ド印字を行うことのできるファーストクラス

メール及びスタンダードメールをいう。書状サ

イズで、宛先が機械印字され、下地が反射率の

基準を満たし、バーコード印字用のスペースが

ある等、宛名がOCR処理可能条件を満たすも

の。差出人にとっては、は束しなくて良い等、

OCR不適合郵便物の差出準備よりも簡単であ

る。

１）需要量が一定期間内に大きな変動がある場合、経済効率を高めるためには、設備の有効利用が必要となるが、そのため、ピ
ークとオフピークの需要に応じて、異なる水準の料金を設定する理論が、ピークロード料金理論である。ピークロード料金は、
通常、利用時間に着目して時間帯別料金として導入されることが多いが、郵便の場合は、郵便物を処理するためにどの程度時
間の余裕が認められているかにより、すなわち、サービス水準により、異なる料金を設定するという形態でピークロード料金
理論の採用が考えられる。郵便料金の各種割引の設計に当たって、送達日数の遅延承諾があることを、割引の条件としたり、
割引率が加算されている（１９９８．２郵政研究所月報No.１１３「信書独占下の効率的な郵便料金」（井筒）より引用）。
２）区分処理の一部等を郵便事業自身が行うのではなく差出人が行うことをワークシェアリングという（１９９８．２郵政研究所月報
No.１１３「信書独占下の効率的な郵便料金」（井筒）より引用）。

３）Area Distribution Center
４）Automated Area Distribution Center
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� エンハンスト・キャリアルート（Enhanced

Carrier Route）

一配達員の受持配達区当たりに一定通数以上あ

り、道順組立等されていること。Basic、High

Density、Saturationの料金があり、それぞれ

区分方法が違う。

� マシンナブル（Machinable）

機械処理適合郵便物。区分機で区分可能な小包

は、バーコード表示により更に割引される。

� あて地差出し（Destination entry）

あて地のバルクメールセンター（DBMC５））、

地域区分施設（DSCF ６））、配達ユニット

（DDU７））に差し出すことにより割引される。

５　ファーストクラスメールについて

ファーストクラスメールには封書、小包といっ

た全ての形状が対象となり、その内容は請求書、

取引明細書、私信、グリーティングカード、DM

等である。

これには日本の第二種であるはがきも含まれ、

官製（Postal card）私製ごとに通常と往復（dou-

ble）がある。

ファーストクラスメールでは、通数が５００通を

超えると、事前区分、自動処理適合等の条件に基

づく割引制度の対象となる。

５）Destination Bulk Mail Center
６）Destination Sectional Center Facility
７）Destination Delivery Unit

図表４　ファーストクラスメール決定樹（DMM, The Decision Treeを一部簡略化）

ファーストクラスメール�
（請求書、私信、業務用書類等） 

どの位速く 
着いて欲しいか？ 

普通 

通数は？ 

おおむね２日以内 

オーバーナイト 

エクスプレス 
メール 

プライオリティ 
メール 

500通以上 

500通未満 

シングルピース・レート�
（一通差出料金）�

どの位の大きさか？ 

フラット 
（大型薄物） 

書状又は 
はがき 

小包 

事前区分（Presort）は？ 

自動処理適合（Automation）か？ 

アップグレイダブル（Upgradable）か？ 
事前区分 
フラット 

事前区分 
小包（Parcels） 

オートメーション 
書状、はがき 

オートメーション 
フラット 

事前区分 
書状、 
はがき 

事前区分 
書状、 
はがき 
アップグレイダブル 

ＹＥＳ 

ＮＯ 
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６　スタンダードメールについて

スタンダードメールはDMM55まではスタン

ダードメール（A）と呼ばれていた種別であり、

全形状を対象とし（１６オンス未満）、２００通以上

又は差出郵便物全体の重量５０ポンド以上が差出条

件となっており、これを満たさない場合はファー

ストクラスメールを利用することとなる。また、

スタンダードメールは書状とフラット＆小包に分

かれている。フラット＆小包で１ポンド以上の場

合は、パッケージサービスを利用することとなる

（１ポンド＝１６オンス＝４５３．６g）。

スタンダードメールは大量差出郵便物のための

サービス区分であり、４で紹介した割引条件を満

たすことによって、ファーストクラスメールとし

て１通差し出す場合と比べ、大幅な割引料金が適

用される。

例えば、エンハンスト・キャリアルート（４�

参照）の措置がとられた２００通以上のDMであれ

ば、３．３オンスのものまで基本料金が＄０．１７８と

なっている。一方、ファーストクラスメールの基

本料金は、１オンス以下＄０．３４、１～２オンス

＄０．５７、２～３オンス＄０．８０等となっており、か

りに３オンスのDMであれば８０％近い割引となる。

また、あて地差出し（４�参照）等を行えば、割

引率が上昇する（料金表参照）。

また、スタンダードメールで１通３．３オンスを

超えるものの料金は、「１通当たり料金」と「１

ポンド当たり料金」の合算で求める方式をとって

おり、後者の部分は輸送コストを反映したものと

考えられる。

さらに、料金表中に非営利郵便物（Non Profit）

の区分があるが、これは、USPSに認可された非

営利団体が出す郵便物であり、割安な料金設定と

なっている一方、差出条件等に一定の制限がある。

ファーストクラスメール料金表（２００１年７月１日現在）

－注：割引料金の適用を受けるためには、年間＄１２５の登録料が必要。

重量等�
（オンス）�

オートメーション�

基本料金� 事前区分�
書状� フラット（大型薄物）�

基本� ３桁� ５桁� 配達経路�基本� ３桁� ５桁�
～1 $0.34 $0.322 $0.280 $0.269 $0.255 $0.245 $0.312 $0.297 $0.277
～2 0.57 0.552 0.510 0.499 0.485 0.475 0.542 0.527 0.507
～3 0.80 0.736 0.694 0.683 0.669 0.659 0.726 0.711 0.691
～4 1.03 0.966 0.924 0.913 0.899 0.889 0.956 0.941 0.921
～5 1.26 1.196 1.186 1.171 1.151
～6 1.49 1.426 1.416 1.401 1.381
～7 1.72 1.656 1.646 1.631 1.611
～8 1.95 1.886 1.876 1.861 1.841
～9 2.18 2.116 2.106 2.091 2.071
～10 2.41 2.346 2.336 2.321 2.301
～11 2.64 2.576 2.566 2.551 2.531
～12 2.87 2.806 2.796 2.781 2.761
～13 3.10 3.036 3.026 3.011 2.991

通常はがき� $0.21 $0.190 $0.174 $0.168 $0.161 $0.150

ノンオートメーション�
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スタンダードメール（書状）�
（個人的でない文書、宣伝） 

どの位速く 
着いて欲しいか？ 

普通 

おおむね２日以内 

オーバーナイト  

エクスプレス 
メール 

どの位の重さか？ 

１ポンド未満 

通数は？ 

200通以上 

200通未満 

どの位の大きさか？ 

ファーストクラス 
メール 

フラット 
（大型薄物）

書状又は 
はがき 

小包 

事前区分は？ 

自動処理適合か？ 

スタンダードメール 
（フラット＆小包） 配達区当たり一定通数ある（Density）か？ 

オートメーション 
エンハンスト 
キャリアルート 
書状 

事前区分 
エンハンスト 
キャリアルート 
書状 

オートメーション 
書状 

事前区分 
アップグレイダブル 
書状 

事前区分･書状 

非営利（Non Profit）であるか？ 

あて地差出し（Destination entry）か？ 

あて地差出割引 

（あて地のバルクメールセンター、 
　地域区分施設、 
　配達ユニット） 

ＹＥＳ 

　　　　 ＮＯ 

アップグレイダブルか？ 

プライオリティ 
メール 

非営利資格 

スタンダードメール（フラット＆小包）�
（個人的でない文書、宣伝） 

パッケージサービス 

機械処理適合 
（Machinable）か？ 

配達区当たり一定通数あるか？ 

マシンナブル 
・小包 

エンハンスト・ 
キャリアルート 
フラットと小包 

オートメーション 
・フラット 

イレギュラー 
・小包（Parcels） 

非営利であるか？ 

あて地差出しか？ 

どの位速く 
着いて欲しいか？ 

どの位の重さか？ 

普通 

おおむね２日以内 

オーバーナイト 

１ポンド未満 

１ポンド以上 

通数は？ 

200通以上 

200通未満 

どの位の大きさか？ 

ファーストクラス 
メール 

フラット 
（大型薄物） 

小包 

事前区分は？ 

自動処理適合か？ スタンダードメール 
（書状） 

事前区分 
･フラット 

あて地差出割引 

（あて地のバルクメールセンター、 
　地域区分施設、 
　配達ユニット） 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

非営利資格 

エクスプレス 
メール 

プライオリティ 
メール 

書状又は 
はがき 

図表５　スタンダードメール決定樹（DMM, The Decision Treeを一部簡略化）
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７　おわりに

USPS経営委員会はテロのあった平成１３年９月

１１日（事件前）に景気減速とコスト上昇を理由に

料金値上げの方針を発表し、同年９月２４日に全体

的な引上率８．７％の案を郵便料金委員会（Postal

Rate Commission, PRC）に提出した。平成１４年

１月に大手郵便物発送業者との合意が得られたの

で、PRCに承認されれば当初の予定より３か月

早い同年６月３０日に値上げされる見通しである。

平成１３年も２度値上げを行っており、今後も郵便

料金含め、米国郵便の動向に注視していくことは

重要と思われる。

参考文献

小原　宏　「米・英・仏国の郵便料金の割引」

（月報１９９８年２月号）

井筒郁夫　「信書独占下の効率的な郵便料金」

（月報１９９８年２月号）

濱　俊之　「The Household Diary Studyからみ

た米国世帯の郵便利用」（月報２０００年１２月号）

スタンダードメール料金表（２００１年７月１日現在）

－注：料金の適用を受けるためには、年間＄１２５の登録料が必要。

あて地差出�
割引�

レギュラー（3.3オンス＝0.2063ポンド以下）�
エンハンスト・キャリアルート�
（3.3オンス＝0.2063ポンド以下）�

事前区分� オートメーション�

基本� 3/5桁� 基本� ３桁� ５桁� 基本�
High�
Density

Satura-�
tion

Automation�
Basic

書　状�
通常� $0.233 $0.200 $0.190 $0.177 $0.178 $0.153 $0.145 $0.157
ＤＢＭＣ� 0.214 0.181 0.171 0.158 0.159 0.134 0.126 0.138
ＤＳＣＦ� 0.209 0.176 0.166 0.153 0.154 0.129 0.121 0.133
ＤＤＵ� －� －� －� －� －� 0.149 0.124 0.116 0.128

フラット、�
小包�

基本� 3/5桁� 基本� 3/5桁� 基本�
High�
Density

Satura-�
tion

通常� $0.266 $0.278 $0.239 $0.178 $0.156 $0.149 －�
ＤＢＭＣ� 0.247 0.259 0.220 0.159 0.137 0.130 －�
ＤＳＣＦ� 0.242 0.254 0.215 0.154 0.132 0.125 －�
ＤＤＵ� －� －� －� 0.149 0.127 0.120 －�

レギュラー（3.3オンス＝0.2063ポンド超・16オンス未満）�
エンハンスト・キャリアルート�
（3.3オンス＝0.2063ポンド超・16オンス未満）�

一通当り�
に重量１�
ポンド当�
りを加算�

一通当り�
に重量１�
ポンド当�
りを加算�

基本� 3/5桁� 基本� 3/5桁� 基本�
High�
Density

Satura-�
tion

１通当り�
料金� $0.128 $0.140 $0.101 $0.046 $0.024 $0.017 －�
１ポンド当り� PLUS PLUS PLUS PLUS PLUS PLUS －�
通常� $0.668 $0.668 $0.668 $0.638 $0.638 $0.638 －�
ＤＢＭＣ� 0.575 0.575 0.575 0.545 0.545 0.545 －�
ＤＳＣＦ� 0.554 0.554 0.554 0.524 0.524 0.524 －�
ＤＤＵ� －� －� －� 0.498 0.498 0.498 －�

あて地差出�
割引�

非営利（3.3オンス＝0.2063ポンド以下）� 非営利エンハンスト・キャリアルート�
（3.3オンス＝0.2063ポンド以下）�

事前区分� オートメーション�

基本� 3/5桁� 基本� ３桁� ５桁� 基本�
High�
Density

Satura-�
tion

Automation�
Basic

書　状�
通常� $0.146 $0.133 $0.123 $0.108 $0.118 $0.095 $0.089 $0.105
ＤＢＭＣ� 0.127 0.114 0.104 0.089 0.099 0.076 0.070 0.086
ＤＳＣＦ� 0.122 0.109 0.099 0.084 0.094 0.071 0.065 0.081
ＤＤＵ� －� －� －� －� 0.089 0.066 0.060 0.076

フラット、�
小包�

基本� 3/5桁� 基本� 3/5桁� 基本�
High�
Density

Satura-�
tion

通常� $0.171 $0.179 $0.154 $0.118 $0.102 $0.097 －�
ＤＢＭＣ� 0.152 0.160 0.135 0.099 0.083 0.078 －�
ＤＳＣＦ� 0.147 0.155 0.130 0.094 0.078 0.073 －�
ＤＤＵ� －� －� －� 0.089 0.073 0.068 －�

非営利（3.3オンス＝0.2063ポンド超・16オンス未満）�
非営利エンハンスト・キャリアルート�
（3.3オンス＝0.2063ポンド超・16オンス未満）�

基本� 3/5桁� 基本� 3/5桁� 基本�
High�
Density

Satura-�
tion

１通当り�
料金� $0.058 $0.066 $0.041 $0.042 $0.026 $0.021 －�
１ポンド当り� PLUS PLUS PLUS PLUS PLUS PLUS －�
通常� $0.550 $0.550 $0.550 $0.370 $0.370 $0.370 －�
ＤＢＭＣ� 0.457 0.457 0.457 0.277 0.277 0.277 －�
ＤＳＣＦ� 0.436 0.436 0.436 0.256 0.256 0.256 －�
ＤＤＵ�

$0.253
0.234
0.229

$0.322
0.303
0.298
－�

$0.184
PLUS
$0.668
0.575
0.554
－�

$0.158
0.139
0.134
－�

$0.220
0.201
0.196
－�

$0.107
PLUS
$0.550
0.457
0.436
－� －� －� －� 0.230 0.230 0.230 －�
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参考

USPSの郵便物の種別
１インチ＝２．５４㎝　１オンス＝２８．３５ｇ　１ポンド＝４５３．６ｇ＝１６オンス

形状／種別 ファーストクラスメール エクスプレスメール

ファーストクラスメール
レート適用

プライオリティメール

特徴 ・全形状（周長の合計は１０８イ
ンチ（２７４㎝）以下）
・１３オンス以下（３６８．６ｇ）（１３
オンス超はプライオリティメー
ル）
・ガイドラインに従った迅速な
処理、送達期日は保証しない
（D100.1.0）
＊主に信書

・全形状（周長の合計は１０８
インチ以下）
・７０ポンド以下（３１．７㎏）
・ガイドラインに従った迅速
な処理、送達期日は保証しな
い（プライオリティメールとし
ない郵便物よりも速い）
（D100.1.0）

・全形状（周長の合計は１０８
インチ以下）
・７０ポンド以下
・サービス種類ごとに定めら
れた基準を達成できなければ
払い戻し（大半は翌日正午ま
での配達）（D500.1.0）

Letter－Size Mail
（小型封書）

【形状】
高さ３１／２～６１／８インチ
長さ５～１１１／２インチ
厚さ０．００７～０．２５インチ
（C050.2.0）

・１３オンス以下は「ファースト
クラスメールレート」を適用
（C100.1.1）
・割引の適用は５００通以上
（E130.3.1、E140.1.1）
・「オートメーション」料金は
３．３オンス以下で一定の基準を
満たすものに適用
（C810.2.4）
・次の形状を満たす Cardは
「Cardレート」を適用
高さ　３１／２～４１／４インチ
長さ　５～６インチ
厚さ ０．００７～０．０１６インチ
（C100.2.1）
≪料金表≫
（R100.1.0～7.3）

・周長の合計は１０８インチ以
下
・７０ポンド以下
（C100.1.1）

≪料金表≫
・料金は重量とあて地のゾー
ンで決まる。
（R100.8.0）

・周長の合計は１０８インチ以
下
・７０ポンド以下（C500.1.0）

≪料金表≫
・料金は重量とサービス内容
で決まる。
（R500.1.0）

Flat－Size Mail
（大型薄物）
【形状】
高さ　６１／８～１２インチ
長さ １１１／２～１５インチ
厚さ　０．２５～３／４インチ
（C050.3.1）

オートメーション
（C820.2.3，3.3）

・１３オンス以下は「ファースト
クラスメール　レート」を適用
（C100.1.1）
・割引の適用は５００通以上
（E130.3.1、E140.1.1）
≪料金表≫
（R100.1.0～7.3）

・周長の合計は１０８インチ以
下
・７０ポンド以下（C100.1.1）
≪料金表≫
・料金は重量とあて地のゾー
ンで決まる。（R100.8.0）

・周長の合計は１０８インチ以
下
・７０ポンド以下（C500.1.0）
≪料金表≫
・料金は重量とサービス内容
で決まる。（R500.1.0）

Parcels（小包）
（C050.4.1，5.0，6.0）

・１３オンス以下は「ファースト
クラスメール　レート」を適用
（C100.1.1）
・割引の適用は５００通以上
（E130.3.1、E140.1.1）
≪料金表≫
（R100.1.0～7.3）

・周長の合計は１０８インチ以
下
・７０ポンド以下（C100.1.1）
≪料金表≫
・料金は重量とあて地のゾー
ンで決まる。（R100.8.0）

・７０ポンド以下（C500.1.0）
≪料金表≫
・料金は重量とサービス内容
で決まる。（R500.1.0）
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形状／種別 スタンダードメール パッケージサービス ピアリオディカル

特徴 ・全形状
・１６オンス未満（～４５３．６ｇ）
・送達期日は保証しない、遅延
の可能性あり（D600.1.0）
・２００通以上（又は５０ポンド以
上）

＊主にDM

・商品、カタログ、本、レコー
ド等
・周長の合計は１０８インチ以
下
・７０ポンド以下（３１．７㎏）
・送達期日は保証しない、遅
延の可能性あり（D700.1.0）

・定期刊行物（雑誌、新聞、
ニュースレター、小包）
・郡内料金、非営利料金等が
ある

＊主に新聞、出版物

Letter－Size Mail

【形状】
高さ３１／２～６１／８インチ
長さ５～１１１／２インチ
厚さ０．００７～０．２５インチ
（C050.2.0）

・１６オンス未満（C600.1.1）
≪料金表≫
（R600.1.0～4.0）
・「オートメーション」料金は
３．３オンス以下（C810.2.4）一定
の基準を満たすものに適用
（C600.1.1）
・３．３オンス超は１通料金＋重
量料金（R600.1.0～4.0）

・１通料金は事前区分、自動
処理適合による割引
・１通料金＋重量料金（広告
部分はゾーンにより異なる）
（R200.1.0～4.0）

Flat－Size Mail

【形状】
高さ　６１／８～１２インチ
長さ １１１／２～１５インチ
厚さ　０．２５～３／４インチ
（C050.3.1）

オートメーション
（C820.2.3，3.3）

・１６オンス未満（C600.1.1）
・形状の最大
キャリアルート　　　　他
高さ
１１３／４インチ　 １２インチ
長さ
１４インチ　　　　 １５インチ
厚さ
３／４インチ　　　　３／４インチ

（C600.1.1）
≪料金表≫（R600.1.0～4.0）
・「オートメーション」料金を
適用するには、一定の基準
（C820.1.0）を満たすことが必要
（C600.1.1）
・３．３オンス超は１通料金＋重
量料金（R600.1.0～4.0）

・７０ポンド以下（C700.1.0）
・製本印刷物料率では、１５ポ
ンド以下
（E712.1.0）
≪料金表≫
（R700.1.0～4.0）

・製本印刷物料金（カタログ
類）
・メディアメール料金（本、
レコード、テープ類）
・ライブラリーメール料金
（本）

・「オートメーション」料金
を適用するには、一定の基準
（C820.1.0）を満たすことが必
要（重量はFMS881の場合１６
オンス、FMS1000の場合６ポ
ンドまで）

・１通料金は、事前区分、自
動処理適合による割引

・１通料金＋重量料金（広告
部分はゾーンによって異な
る）（R200.1.0～4.0）

Parcels
（C050.4.1，5.0，6.0）

・１６オンス未満（C600.1.1）

≪料金表≫
（R600.1.0～4.0）
・３．３オンス超は１通料金＋重
量料金（R600.1.0～4.0）

・７０ポンド以下（C700.1.0）
≪料金表≫
（R700.1.0～4.0）
・Machinable Parcel料金
高さ　３～１７インチ
長さ　６～３４インチ
厚さ　０．２５～１７インチ
重量　６オンス～３５ポンド
（C050.4.1）

・Nonmachinable Parcel料金

（ ）はDMMの記載箇所
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